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pic Committee，以下 IOC とする）と国際パラリ
ンピック委員会（International Paralympic Com-













































ン男爵によって設立され，1896 年に第 1 回アテ
ネ大会を開催し，以後 130 年以上にわたってオリ
ンピック・ムーブメントを主導してきた．他方，
























Education Program，以下 OVEP とする）」に力
点を置いた活動を展開している．2016 年に公表
された改訂版においては，オリンピズムの 5 つの
教 育 テ ー マ（Joy of effort，Fair play，Practic-
ing respect，Pursuit of excellence，Balance be-


































































































が挙げられる．スポーツ庁は，2016 年 2 月に，「オ
リンピック・パラリンピック教育に関する有識者


























































































































mentbook.pdf（2017 年 1 月 30 日閲覧）
2） 日本パラリンピック委員会 web サイトを参
照．
 http://www.jsad.or.jp/paralympic/what/ 
index.html（2017 年 1 月 30 日閲覧）
3） IOC（2016）The Fundamental of Olympic 
Values Education，A sports-Based Pro-
gramme 2nd Edition，p.18.
4） IPC web サイト Education を参照．https://
www.paralympic.org/the-ipc/education（2017
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html（2017 年 1 月 30 日閲覧）
16） パナソニック株式会社 web サイト「経営理念・
事業展開」を参照．
 http://www.panasonic.com/jp/corporate/
management/philosophy.html（2017 年 1 月
30 日閲覧）
17） 井谷惠子（2015）オリンピック・パラリンピッ






sw=&no=1487701704&cp=（2017 年 1 月 31
日閲覧）
 （付記：本稿は，2016 年 9 月 12 日に日本体育
大学で開催されたスポーツ哲学研究セミナー
2016 に お い て，“Potential for Olympian： 
Perspectives from a role expected of Olym-
pic education in Japan”と題して行った報告
の内容をもとに構成されたものである．）
（受理日：2017 年 2 月 20 日）
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